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「生きる力」をはぐくむ
学校での歯・口の健康づくり



　学校における歯・口の健康づくりに関しては，むし歯の予防を中心とし
て取組が行われ，大きな成果をあげてきました。
　しかし，近年の子どもの現状をみると，咀

そ
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の疾病の増加，食育の重要性などが指摘されており，その指導や対策に
ついても，今後，一層の充実が求められています。また，歯・口の健康づ
くりは，子どもの生活環境や食生活の影響を受けるものであることから，
これらの課題に学校が適切に対応するためには，家庭や地域社会との連携
が不可欠となっています。
　このことを踏まえ，学校全体としての取組体制を整備充実させるととも
に，学校のみで解決が難しい課題について地域の医療機関等との連携を図
ることなどを内容とする学校保健法の一部改正が行われ，平成 21 年 4 月か
ら学校保健安全法として施行されています。また，平成 20 年 3 月に幼稚園，
小学校，中学校，翌年 3月に高等学校，特別支援学校の学習指導要領等の
改訂も行われたところです。
　本書は，歯・口の健康づくりについて，発達の段階や障害に応じた適切
な指導や管理ができるような内容として平成 16 年 8 月に発行したものを，
学校保健法等の改正及び学習指導要領等の改訂を踏まえ，改訂したもので
す。
　各学校において，本書を十分活用されることで，生涯を通じて健康な生
活を送る基礎を培うことができるよう，歯・口の健康づくりの一層の推進
を図ることを期待しています。
　末尾となりましたが，本資料の作成に当たり多大な御尽力をいただきま
した作成協力者の皆様方に対し，心から感謝申し上げます。
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文部科学省スポーツ・青少年局長
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